
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第８８号 （令和３年１月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆岡山で暮らす９０歳の父。解決したい７つの課題◆ 

明けましておめでとうございます。神奈中情報システムの 

大森です。旧年中は、新型コロナウイルスの蔓延で大変な世の中 

でしたが、神奈中情報通信ご愛読の皆様方、お取引先の皆様方 

には、相変わらずのご支援を賜りまして、誠に有り難うございます。本年も引き続

き、ご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

さて、この情報通信を書いているのは、１２月１７日。今年もあと２週間という中で

書いております。２０２０年は、コロナ禍で仕事上ではもちろん、プライベートでも大き

な影響を受け、夏場、岡山の実家への帰省も叶いませんでした。 

私の父親も妻の父親も９０歳。妻の父親は特養に入っているのですが、コロナの

影響で面会謝絶に。施設の方が用意してくれた Zoomでときどき顔を見て話をするく

らいでした。一方、私の父親は、私たちが関東から帰省をすると、お世話になってい

るヘルパーさんが、感染の可能性があるため、１週間以上対応ができなくなるという

ことで、帰省が叶わず、顔を見ることさえできませんでした。 

今後も、しばらく帰省は難しいと思っていましたが、いろいろ課題が出てきまして、

私も妻も、私の姉も関係してくるため、この年末年始は１年振りの帰省をすることを

決めました。実は、大きな課題が７つも出てきてしまったのです。 

■１．車の廃車 一昨年、父親の免許を返納しました。車を廃車しようと思っていた

のですが、なかなか手が付けられず、ずっと保険に入ったままで、保険料を払い続

けていました。岡山に帰ったらすぐに廃車にし、保険も止める予定です。 

■２．ぶどう畑の処理 父はずっとぶどう畑をやっていて、出荷も

していたのですが、一昨年、ぶどう作りを終了。ぶどう畑は、枝を

横に伸ばすため、針金などで棚を作っています。その棚の処分

と、それから、木も全部倒して廃棄し、雑草の （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 除草もしなければなりません。しかも、畑は全部で約１０箇所・・・。なんと

かこの年末年始の休み中に半分はやりたいと思っています。 

■３．母親の三回忌の日取り 一昨年に亡くなった母親と妻の母親の三回忌の日

取りを、お寺さんとしなければならず、この年末年始に話をしてくる予定です。 

■４．警備会社との契約 父親が認知症になってしまい、家の鍵も開けっ放しで、無

防備な状態でいることが多く、最近は警備会社がいろんなサービスを提供している

ので、話を聞いて契約をしようと考えています。 

■５．銀行の貸金庫の契約 病院やデイサービスに行く際、銀行の通帳等、貴重品

が心配なので、銀行の貸金庫を契約して、そこに入れようと思っています。 

■６．かかりつけのお医者さんと相談 認知症の父が、正しく薬を飲めなくなってし

まいました。どの薬をいつ何個飲めばいいかわからないのです。ボタンを押したら

薬が出てくるロボットをヘルパーさんにセットしてもらっているのですが、自分で鍵を

開けて取り出し飲んでしまいます。一度、お医者さんなどと相談です。 

■７．家電等の交換 １年間帰っていない間に部屋の電気が２箇所切れ、また、電

子レンジとエアコンが壊れてしまいました。なんとかしなければなりません。 

これから先、またいつ帰省できるかわからないので、この年末年始にできる限り

のことをしてこようと思っています。 

◆発行者コラム◆ 

コロナがなければ、妻にパッと帰ってもらうとか、私が土日に帰るとかできるので

すが･･･。以前から遠隔介護、離れたところで暮らす親を介護するための本を読ん

でいましたが、どの本もコロナのような状況（帰省するとヘルパーさんが対応できな

い等）は全く想定されておりませんでした。２０２１年、コロナの状況が収まり、終息

せずとも、この介護の問題の解決策が見出せたらと願ってやみません。大森 

大森 米山 


